
　日頃、みなさまには格別のご愛顧をいただき厚くお礼申し上げます。
　ＪＡさっぽろは積極的な情報開示を通じて経営の透明性を高め、当ＪＡに対するご理解を一層深めていただく
ために、平成27年度の事業内容に関するディスクロージャー誌『2016年ＪＡさっぽろディスクロージャー』を発行い
たしました。みなさまが取引金融機関を選択する際の判断材料として、また、当ＪＡの地域貢献活動への取り組
み、業績の推移などをご理解いただくための一助として、ご一読いただければ幸いです。

●ＪＡを取り巻く情勢
　昨年の日本経済は、個人消費の持ち直しが思うように進まず、加えて、中国経済の減速などを背景に輸出が低
迷し、企業の生産活動や設備投資の下押し圧力となりましたが、在庫調整の進捗や欧米向けの自動車輸出など
を支えに、景気はもたつきからの脱却をうかがう状態となりました。　　
　政府・日銀は２％の物価安定目標の実現をめざし、各種政策を導入しておりますが、海外経済に対する懸念が
払拭できない状況もあり、実体経済や物価面への波及は不透明感が続くと見られております。
　北海道経済においては、公共投資が減少したものの、昨年度にみられた駆け込み需要の反動は収まりました。
さらに、雇用・所得情勢の改善などを背景に個人消費が底堅く推移し、また、海外からの観光客の増勢持続も道
内経済にプラスとなり、穏やかな持ち直し基調で推移いたしました。
　ＪＡを取り巻く情勢では、ＴＰＰの大筋合意や改正農協法の成立など、課題が山積しており、特にＴＰＰは農林
水産物全体の８割が即時撤廃、あるいは段階的関税撤廃の対象となり、聖域とされた重要５品目についても３割
が関税撤廃の対象となるなど、かつてない農畜産物市場の開放を前進させる結果となりました。

●ＪＡの事業実績
　春先の融雪は例年より早くすすみ、農作業も比較的順調に行われました。育成期の気温低下、収穫時期の降
雨、突発的な暴風雨などの天候不順もありましたが、総じて豊作の年となりました。玉葱の価格は低迷いたしまし
たが、営農販売事業は前年度並みの結果となりました。一方、購買事業は、生産資材などの取扱高が伸び悩み厳
しい結果となりました。そうしたなか、信用・共済・相談事業などで計画を達成し、４億５，４４１万円の事業利益
を確保することができました。

●みなさまへのメッセージ
　今後私どもは、「ＪＡグループ北海道改革プラン -実行計画指針- 」を念頭に策定した、新しい中期３ヶ年経営
計画を着実に実践し、組合員の所得向上、地域における役割の発揮、安定した経営基盤の確立に取り組み、組合
員のみなさまの暮らしを守り、地域社会への貢献と共生による「信頼されるＪＡ」の実現に向け、役職員一丸となり
農協運営に総力を傾注してまいります。
　本年度も、組合員のみなさまには、なお一層のご支援・ご協力を賜わりますようお願い申し上げます。
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五　信用リスク削減手法に関する次に掲げる事項
イ　標準的手法または基礎的内部格付手法が適用されるポートフォリオについて、次に掲げる信用リ

スク削減手法が適用されたエクスポージャー（信用リスク削減手法の効果が勘案された部分に限
る。）の額

（1）適格金融資産担保
ロ　標準的手法または内部格付手法が適用されるポートフォリオについて、保証またはクレジット・

デリバティブが適用されたエクスポージャー（信用リスク削減手法の効果が勘案された部分に限
る。）の額

六　派生商品取引および長期決済期間取引の取引相手のリスクに関する事項
七　証券化エクスポージャーに関する事項
八　出資などまたは株式などエクスポージャーに関する次に掲げる事項

イ　連結貸借対照表計上額、時価および次に掲げる事項にかかる連結貸借対照表計上額
（1）上場株式などエクスポージャー
（2）上場株式などエクスポージャーに該当しない出資などまたは株式などエクスポージャー
ロ　出資などまたは株式などエクスポージャーの売却および償却に伴う損益の額
ハ　連結貸借対照表で認識され、かつ、連結損益計算書で認識されない評価損益の額
ニ　連結貸借対照表および連結損益計算書で認識されない評価損益の額
ホ　自己資本比率告示附則第 11条が適用される株式などエクスポージャーの額および株式などエク

スポージャーのポートフォリオの区分ごとの額
九　信用リスク・アセットのみなし計算が適用されるエクスポージャーの額
十　金利リスクに関して連結グループが内部管理上使用した金利ショックに対する損益または経済的価値

の増減額

ディスクロージャー誌の記載項目についてディスクロージャー誌の記載項目について

金融商品の勧誘方針

当 JAは、貯金・定期積金、共済その他の金融商品の販売などの勧誘にあたっては、次の事項を遵
守し、組合員・利用者のみなさまに対して適正な勧誘を行います。

1．�組合員・利用者のみなさまの商品利用目的ならびに知識、経験、財産の状況および意向を考慮
のうえ、適切な金融商品の勧誘と情報の提供を行います。

2．�組合員・利用者のみなさまに対し、商品内容や当該商品のリスク内容など重要な事項を十分に
理解していただくよう努めます。

3．�不確実な事項について断定的な判断をしたり、事実ではない情報を提供するなど、組合員・利
用者のみなさまの誤解を招くような説明は行いません。

4．�電話や訪問による勧誘は、組合員・利用者のみなさまのご都合に合わせて行うよう努めます。
5．�組合員・利用者のみなさまに対し、適切な勧誘が行なえるよう役職員の研修の充実に努めます。
6．�販売・勧誘に関する組合員・利用者のみなさまからのご質問やご照会については、適切な対応
に努めます。
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